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:は じ め に

現在,摘果剤として使用されているミクロデナポンの農

薬登録品種は,ふ じ,紅玉,つがる,国光,旭 ,祝 ,印度

である。最近は,労働力不足などから,こ れら以外の品種

にも使用してみたいという要望が強まっている。しかし,

最近の北斗などの新品種や.千秋 ,王林,ジ ョナゴール ド

などの主要品種にもまだ登録がない。そこで,昭和60年か

ら60年の3か年で,千秋 ,王林,ジ ョナゴール ド,北斗に

対するミクロデナポンの摘果効果について検討した。また ,

ミクロデナポンの摘果効果が低いお、じに対して,よ り効果

の高い剤として, エスレルーNAC剤 (NAC45%,エ ス
レル15%)に ついても検討した。

2試 験 方 法

ミクロデナボンの摘果効果については昭和61年から63年

までの 3か年,エ スレルーNA側 の摘果効果については
昭和61年と62年に岩手県園芸試験場圃場内の10年生以上の

樹勢の中庸なわい性樹を供試して検討した。処理方法は ,

お、じは樹冠全体に,千秋,王林,ジ ョナゴール ド,北斗は

目通 りの高さの中庸な■1枝 2～ 3本 に,満開から約 2週

間後と 3週間後に小型噴霧器で十分量散布した。調査方

法は各樹の供試側枝 2～ 3本の全果 (50～ 100果 そう )を

散布前と散布後に調査し落果率を求めた。また, 1樹当た

り頂芽10果そう,腋芽 5果そうの果実に毛糸でラベルし散

布前に果実の横径を側定して果実横径別の落果率を求めた。

3 結果 及 び考察

ミクロデナポンの摘果効果は,供試した全品種で認めら

れ,王林,ジ ョナゴールド,北斗では散布時の中心果横径

が16m以上でも高い摘果効果が認められた。ジョナゴール

ドはジューンドロップの多い品種であり,62年の無処理区

の中心果落果率も62%と 高かったが ,中心果平均横径が

161m時の散布で中心果落果率88%と 高く,過剰摘果 (品

種により異なるが,過剰摘果の基準を中心果落率60%と し

た )の傾向であった。王林は 3か年ともに高い摘果効果を

示したが,61年の中心果平均横径109111時の散布を除けば

過剰摘果とはならなかった。北斗は王林よりやや摘果が低

い傾向がみられた。全体的に満開 2週間後と3週間後散布

の比較では2週間後散布の方が効果は高い傾向であったが ,

62年処理では王林を除き 3週間後処理の方が効果が高くあ

らわれた。これは62年処理時の気温が最高気温,平均気温

ともに 2週間後より3週間後のほうがかなり高めであった

ことと,初期生育が悪く2週間後では効果がまだ高くあら

われなかったことなどが考えられる。以上の結果から, ミ

クロデナボンの品種による摘果効果はジョナゴール ド,王

林 ,北斗,千秋の順で低くなり,千秋はお、じと同等かやや

効果力塙 くあらわれるという傾向が認められた。このため ,

表 1 ミクロデナポンの摘果効果

A:散布時期 (満開日からの日数 )
B:処理時頂芽中心果平均横径 (m)
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過剰摘果の傾向とはならずに高い摘果効果を得るためには ,

ジョナゴール ドは満開 3週間後以降の中心果平均横径が16

回以上 (ただしジューンドロップの多い品種のため,樹勢

や花の質により過剰摘果となる場合がある),王林は満開

3週間後かそれ以降の中心果平均横径が16口 ,北斗は満開

3週間後の中心果横径16回の時期の散布が効果的であると

考えられる。千秋は満開 2～ 3週間後の散布で効果が認め

表 2 ふじに対するエス
"レ
ーNAC剤の摘果効果

注 薬剤名

られたが,処理時期については判然としなかったため,さ

らに検討が必要である。

お、じに対するエスレルーNAC剤の摘果効果は,昭和61

年 ,62年ともにミクロデナポンと同等かそれ以上の高い幼果

を示した。500倍液散布では中心果落果率が昭和61年は 2

週間後, 3週間後散布ともに約80%,62年は 2週間後散布

で70%と やや過剰摘果の傾向であった。また,果実横径別

落果率から,エスレルーNACmlは ミクロデナボンと同様

に,散布時の果実が小さいものほど落果させる傾向が認め

られた。以上の結果から,エスレルーNAC剤は700倍液

満開 2週間後散布でミクロデナポンより効果が高く,また ,

過剰摘果とはならず,実用性が認められた。

4摘

千秋,王林,ジョナゴール ド,北斗に対するミクロデナ

ポンの摘果効果並びに,3、 じに対するエスレルーNAC剤
の摘果効果についても検討した。

ll)ミ クロデナポンの品種による摘果効果は,ジ ョナゴー

ル ド>王林>北斗>千秋の順で高く現れ,ジョナゴール ド

はやや過劇摘果の傾向であった。千秋に対する効果はやや

低くふじなみであった。効果的な散布時期は,ジ ョナゴー

ル ド,王林 ,北斗が満開 3週間後,千秋は満開 2週間後と

考えられる。

12}ふ じに対するエスレルーNAC剤の摘果効果は ミクロ

デナポンより高く,700倍液 2週間後散布で効果的であっ

た。500倍液散布ではやや過剰摘果の傾向であった。

要

E:エ スレルーNAC
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